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　1 月 14 日 12 時 24 分 38.6 秒 に 伊 豆 大 島 近 海 の 東 経 139 度 15 分， 北 緯 34 度 46 分 に 震 源

の深さ 0 ㎞，Ｍ 7.0 の地震が発生した。この地震にさきだって，第 1 図のように石廊崎の体

積歪計は，他の観測点の変動に比べて 12 月 3 日から異常な縮みの現象を観測し，さらに 12 月

19 日になって，網代が最初異常な伸びの変化を示した後，縮みに転じ始めた。しかし，この

変動に対しては，第 2 図のように伊豆半島および大島近海の地震活動は最初特に変化を伴なわ

なかった。ただ，この体積歪計の変化は石廊崎・網代ともに観測開始以来始めて現われた変動

であり，しかも石廊崎に続いて近距離にある網代に変動が波及したことも始めての経験であっ

た。そこで，将来どうなるかはわからないけれども，一応 Table Ⅰの伊豆大島近海の過去の

地震のリストなどを作り，注意深く観測を続けることにした。大島近海で地震が群発し始めた

のは第 2 図のように 1 月 13 日からで，14 日の 08 時 12 分の大島震度Ⅲの地震からは第 3 図

のように有感地震がひん繁に起るようになった。

　このような地震が発生し始めたので，かねてから用意しておいた資料から，どういう処置を

とろうかと検討を加えたわけであるが，大島近海の地震のリストから一番新しい群発地震は

1977 年 10 月から 12 月にかけて起こり，有感地震 30 回を伴なうものがあるが，これは今回

のような歪計の変化はなかったし，震度も最大Ⅱ程度のものであった。そこで，前述の観測結

果などから現状をもっとも説明しやすい例をとるとすると，1964 年 12 月 6 日から 1965 年 1

月 6 日の群発地震が，1905 年 6 月 7 日の地震や 1923 年 9 月 26 日の関東地震の余震を除け

ば最大規模のものであるので，この地震を引用して 10 時 50 分に多少被害を伴なう地震が起る

かもしれないという地震情報を発表した。そうして 12 時 24 分に第 4 図のような震度分布の本

震が発生した。この地震の発震機構は第 5 図のように右横ずれ断層型で，断層の走向はほぼ東

西であった。そのため，本震の被害は伊豆半島中部東岸から中央部にかけて甚だしく，余震も

第 6 図のように大島近海から伊豆半島中部に拡がった。しかし，余震の発震機構は本震のそれ

と異なり，第 7 図のように左横ずれ断層型であった。

　伊豆大島近海の地震に伴なう右横ずれ断層が，伊豆半島東岸に上陸して被害を及ぼしたこと

は歴史的にも記録がなく，地形学的には活断層地形が一般的に認められる地域であるとはいえ，
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珍しい地震であったといえよう。

第 1 図　東海・関東地域の埋込型体積歪計の変化
Fig. 1　Strain changes by the borehole strainmeters in the Tokai and Kanto districts.
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Fig. 2　Relation between the seismic activities near Izu Peninsula and the strain changes by 
the borehole strainmeters at Aziro and Irozaki.

第 2 図　石廊崎と網代の体積歪計の変化と伊豆地方の地震活動との間の関係

第 3 図　伊豆大島近海地震の前震と余震の時間的変化（ 大島観測 ）
Fig. 3　Seismic frequency of fore and after-shocks for the Izu-Oshima-Kinkai Earthquake.
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第 4 図　震度分布図（ 1978 年 1 月 14 日 12 時 24 分 ）
Fig. 4 Distribution of seismic intensities （12h24m （JST）, January 14, 1978）.

第 5 図　本震の初動分布図（ 1978 年 1 月 14 日 12 時 24 分 ）
Fig. 5　Distribution of compression （C） and dilatation （D） of the initial motions of main shock 

（12h24m （JST）, January 14, 1978）.
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第 6 図　伊豆大島近海地震の前震・余震の分布図
Fig. 6　Distribution of epicenters of fore and after-shocks for the Izu-Oshima-Kinkai Earthquake, 

1978.

第 7 図　最大余震の初動分布図（ 1978 年 1 月 15 日 07 時 31 分 ）
Fig. 7　Distribution of compression （C） and dilatation （D） of the initial motion of after-shock 

（07h31m JST）, January 15, 1978）.
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第 1 表　1905 年以後伊豆大島近海に起った群発地震の記録
Table 1　Earthquake swarms that occurred near Izu-Oshima in the last 73 years.
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